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位
　置

北緯
東経
  33°25’17″～ 33°52’17″
130°02’06″～ 130°29’50″

東京（約900キロ）、 大阪（約500キロ）よりも韓国・釜山

（約200キロ）の方が近いという、この地理的条件から

古来より大陸への玄関口としての役割を担ってきました。

人
　口

1,620,492人

837,778世帯

面
　積

343.39km2
2

男/763,962人           　女/856,530人

  （令和3年11月1日現在推計）

明治22年の市制施行時の面積は5.09

km。100年で約66倍に広がったことに

なります。
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年頭のご挨拶

あけましておめでとうございます。皆様には、健やかに新しい年をお迎え

のこととお慶び申し上げます。旧年中は、当会の運営にご理解、ご協力を

いただき感謝申し上げます。本年も一層のご支援を賜りますよう、よろしく

お願い申しあげます。

昨年はオリンピックの開催により、経済の拡大やインフラ整備など、多くの経済効果を期待して

おりましたが、新型コロナウィルスの拡大により、倒産、経営破綻が急増し、経済は、急速に悪化して

おり、極めて厳しい状況にあります。感染の爆発的な拡大は回避されたものの、日常の社会経済活動

は大きな変化を余儀なくされています。

さて、時間外労働の上限規制が適用され、職場環境の改善を目的とする働き方改革が適用され

ると、週休二日制の導入、若年者の入職促進、女性活用推進など、業界を挙げて取り組む必要が

あります。

また寒波による凍結や地震など、頻発する災害に対し、ライフラインの要である水道については、

市民生活の維持に必要不可欠な水を供給するため、組合員一丸となって対応する体制を整え、地域

から信頼される組合でなければなりません。これからも、防災活動に貢献できる組合組織の強化、

また、その役割を果たし続けるための経営の安定化にむけ、取り組んでいきたいと考えております。

業界を取り巻く環境は、依然として厳しく予断を許さない状況にありますが、消費が喚起され、国内

景気が活性化し、経済の好循環が生まれる明るい年になりますよう、また、一日も早く普段の日常

生活に戻れることを強く祈念し、新年のご挨拶とさせていただきます。

理事長　藤　　成　德
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新年のご挨拶

福岡市長　髙　島　宗一郎

あけましておめでとうございます。新年の始まりにあたり、謹んでお慶

びを申し上げます。

2021年は、新型コロナウイルスの影響が続く一年となりましたが、

一方で、福岡市はコロナ対策の切り札となるワクチン接種を、大都市の

中でもトップクラスのスピードで進めることができました。福岡市管工事協同組合のみなさまにおかれ

ましても、感染拡大防止にご協力いただき、感謝を申し上げます。

今後もコロナの状況には注視が必要ですが、不確実な世の中だからこそ、この状況をチャンスに

変える強かさと、変化を恐れないしなやかさを持つことが大切になります。市民や事業者のみなさん

がポジティブなマインドを持てる、そんな2022年になるよう、福岡市も新たなチャレンジを行って

いきます。

まずは、世界水泳選手権がいよいよ福岡で開催されます。日本や世界が未来に踏み出すきっかけ

となるよう、全力で大会を成功へと導きます。また、2023年に開催されるG7サミットの誘致にも名乗り

を上げました。これから2年間で日本も福岡も大きく変化しなければなりません。誘致を実現するには

高いハードルがありますが、福岡県、地元経済界と共に全力で挑戦します。

街づくりに関しては、エリアごとに個性がある福岡市の特徴をいかし、コントラストのあるまちづくり

を進めます。都心部では、天神ビッグバン、博多コネクティッドにより、今後、ビルの建替えが目に見える

形で一気に進みます。また、九州大学箱崎キャンパス跡地では、未来に誇れるモデル都市実現を

目指す「Fukuoka Smart EAST」を進めます。これらの事業を進めていくため、引き続き、管工事

協同組合のみなさまのお力添えを賜りますようお願い申し上げます。

世界ではウェルビーイング、ダイバーシティ、脱炭素といった「人」や「環境」にフォーカスした、経済

的な価値以外の要素が意思決定の重要な判断基準となり、あらゆる分野で、人や組織の行動変容が

起こっています。福岡市は、これまでも「人と環境と都市活力の調和がとれたアジアのリーダー都市」の

実現に向けて取り組んできましたが、今後も世界から尊敬され、選ばれる都市であり続けるため、

「人」、「環境」、「都市活力」、それぞれの要素をさらに高い次元で調和させていきたいと考えています。

最後に、みなさまの今年一年のご健勝とご活躍を心から祈念し、新年のあいさつとさせていただき

ます。

第492号
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新年のご挨拶

あけましておめでとうございます。

組合員の皆様方におかれましては、健やかに新年をお迎えのことと、

心よりお慶び申し上げます。

昨年は、新型コロナウイルス感染が続くなか、待望のワクチン接種が

始まり、感染者は順調に減少し収束に向かっていたと思われましたが、11月、新たな変異株感染者

があり、未だ予断を許さない状況でありますが、コロナ対策を踏まえた日常生活も定着しており、

一日も早い収束を願うばかりです。

さて、令和2年7月の熊本を中心とした豪雨による被害に引き続き、昨年も8月の豪雨により北部

九州で被害が発生しており、市民の安全を脅かす災害は後を絶たない状況が続いております。

これらの災害に備え、市民生活や都市機能を支える重要なライフラインである、上下水道の復旧

を迅速に行うための体制を、今後も維持していくことが大変重要と考えております。

また、和歌山市での水管橋の事故や千葉県での地震による漏水事故等記憶に新しいところでござ

いますが、上下水道の老朽化対策や地震対策につきましても、組合員の皆様方のお力を頂きながら

更新工事や耐震化工事を加速させる必要があると考えております。

しかしながら、建設業界は少子、高齢化により、慢性的な人手不足に苦しんでおられ、特に技能者・

技術者不足や高齢化の進展が深刻な状況であり、「担い手の確保・育成は」喫緊の課題であると強く

認識しているところです。

若者が夢を持って将来を託せる業界として抱くよう、官民挙げて魅力ある情報を発信するとともに、

人材が活躍できる環境を整えていかなければならないと考えております。

本年も引き続き、上下水道関連事業の促進並びに地場中小企業の支援対策等を推し進め、組合員

の皆様方の経営の安定化が図られるよう、より一層の努力をしてまいる所存でありますので、引き続き

ご支援、ご協力を賜りますようよろしくお願い申し上げます。

結びに、福岡市管工事協同組合並びに組合員の皆様方のますますのご発展とご多幸を祈念いたし

まして新年の挨拶とさせていただきます。

福岡市管工事協同組合顧問　
福岡市議会議員　大　森　一　馬

第492号



福 管 協 機 関 誌

5

新年のご挨拶

福岡市水道事業管理者　坂　本　秀　和

あけましておめでとうございます。新春を迎えるにあたり、謹んで

ご挨拶を申し上げます。

福岡市管工事協同組合の皆様方におかれましては、日頃から本市

水道事業の推進に格別のご理解とご協力を賜り、心から厚くお礼申し

上げます。

昨年は、新型コロナウイルス感染症の世界的な流行が続く中、日本においても、２月からワクチン

接種が始まり、10月以降は新規感染者が大幅に減少するなど、明るい兆しが感じられましたが、11月

には新たに変異株の感染が見つかり、依然として予断を許さない状況となっています。

このような状況のなか、本市水道事業の経営につきましても、長引くコロナ禍の影響による料金

収入の回復の遅れや水道資材の高騰など、厳しい状況にありますが、市民生活や都市の成長を支える

極めて重要なライフラインである水道を守り、将来にわたる安全で良質な水道水の安定供給という

使命を果たすべく、「福岡市水道長期ビジョン2028」及び、その実施計画である第２次「中期経営

計画」に基づき、老朽化した配水管の更新・耐震化など水道施設の基盤強化に、しっかりと取り組んで

まいります。

また、施設や設備の長寿命化によるライフサイクルコストの縮減や、ＩＣＴ技術の積極的な活用に

よる業務の効率化など、より一層の計画的、効率的な事業運営に努め、安定経営の持続を図ってまいり

たいと考えております。

福岡市の水道事業は、令和５年３月に創設100周年の節目を迎えます。先人達が２度の大渇水など

幾多の困難を乗り越え、今日まで築き上げられてきた水道を、持続可能な形で次の世代に確実に

引き継いでいけるよう、今後とも全力で取り組んでまいりますので、引き続き、組合の皆様方のご理解・

ご協力とより一層のご支援を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

最後になりましたが、本年も福岡市管工事協同組合の皆様方にとって、幸多い年となりますよう、

心から祈念いたしまして、新年のご挨拶とさせていただきます。

第492号
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新年のご挨拶

新年あけましておめでとうございます。

福岡市管工事協同組合の皆様方におかれましては、ご家族ともども

幸多き新春を迎えられたこととお慶び申し上げます。

また、日頃から本市下水道事業の推進に多大なご支援とご協力を

賜り厚くお礼申し上げます。

下水道は、浸水対策やトイレの水洗化などを通じ、市民に安全で快適な生活環境を提供すると

ともに、海や河川などの公共用水域の水質保全に欠くことのできない重要な役割を担っております。

本市の令和2年度末の下水道人口普及率は99.7％に達し、これも長年にわたる皆様方のご尽力

の賜と心より感謝申し上げます。

さて、道路下水道局では、福岡市下水道事業の基本計画である「福岡市下水道ビジョン2026」に

掲げた将来像・施策目標等を計画的・段階的に達成していくため、令和3年度から6年度までの4年

間を計画期間とする「福岡市下水道経営計画2024」を、昨年3月に策定いたしました。

この下水道経営計画では、持続的発展が可能な下水道システムを構築する観点から、都心部の

下水道システムの再構築に着手するなど、「改築更新（アセットマネジメント）」を最重点で推進して

まいります。

また、災害に強い下水道の観点から、大規模な都市型水害への対応として、「浸水対策」や「地震

対策」など、さらなる強靭化を図るとともに、脱炭素・循環型社会に貢献するため、下水処理水の有効

利用などにも取り組んでまいります。

皆様方におかれましては、市民のニーズが多様化する中、さらには新型コロナウイルス感染症の

感染予防を踏まえた新しい生活様式の定着が求められる中、第一線の現場で日 き々め細やかに

ご対応いただいていることに敬意を表します。引き続き、皆様方と連携を密に図りながら、市民生活に

欠くことのできない財産である下水道をしっかり守り抜き、「次世代に誇れるまち」へ、確実な積み重ね

をしてまいる所存でございます。皆様方のより一層のご支援とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

結びに、福岡市管工事協同組合、また皆様方の益々のご発展とご活躍を心からお祈りいたしまして、

新年の挨拶とさせていただきます。

福岡市道路下水道局長　名 古 屋　泰 之

第492号
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新年のご挨拶

新年あけましておめでとうございます。
皆様には、健やかに新春をお迎えのことと謹んでお慶び申し上げます。
一昨年初めに始まったコロナ禍も、昨年、約半年ぶりに全国で緊急事態宣言等が
解除され、徐々に日常を取り戻しつつあるかにみえましたが、新型コロナウイルスの
新たな変異株が見つかり、世界各地から感染者の報告が相次いでいます。このまま
沈静化することを願うばかりではありますが、まだしばらくは先行きが不透明な状況下、

この厄介なウイルスとの共存を余儀なくされそうです。
全管連会長に就任して3年目を迎えました。コロナへの対応の連続で、会長としての活動にも制約がかかり、もどかしい
日々が続いていますけれども、コロナ禍は人や社会に「大事なものは何か」を考えさせる機会を与えた、この学ぶチャンス
を活かせるかどうかが問われている、と自分に言い聞かせています。
創立60周年を機に、これからの管工事業、全管連の目指すべき方向を盛り込んだ『これからの管工事業界のために
―全管連ビジョン2020』に基づく組織見直しについては、令和5年度の第33期からの新組織スタートを目指しています。
昨年10月の理事会で承認された中間とりまとめに従い最終とりまとめ案を仕上げるべく、会議に参加する役員諸氏にとど
まらない衆知を集めて、議論を深めてまいりました。組織改正はゴールではなく、よりコンパクトな組織で風通し良く議論を
行い、会員、所属企業の発展につながる事業を展開していく全管連となるための出発点であると考えています。
言うまでもなく、給排水設備、水道配水管、空調設備などの工事は、国民生活と社会経済活動を支える不可欠な工事で

あり、我々は確かな技術力でそれらを提供してまいりましたが、取り巻く社会環境も大きく変化しております。
こうした変化に対応するため、全管連では、災害時の応急復旧、技術技能の継承、若者の入職促進を目指す働き方
改革を今年度の重点的な目標として掲げています。とりわけ水道議連の先生方や水道関係者の皆様に、次の3点を強く
訴えてまいりました。
1点目は、管工事業界の持続的な発展を目指すことです。
管工事の業態は様々です。それぞれの分野において、各企業が適正利潤の確保、人材の確保を果たすことができ、企業

を存続させ、次世代に承継していくことが重要であり、それに向けた対策を明確化したいと思っています。
将来の担い手を確保するため、「処遇改善」や「働き方改革」に取り組み、我々業界が「給与がよく、休暇がとれ、希望が
持てる」、いわゆる「新3Ｋ」といわれる魅力的な産業となるよう取組をより一層促進したいと思っています。
2点目は、社会的な貢献を果たすことです。
私たち企業、組合は、地域から信頼される存在となることが不可欠です。そのためにも地元水道事業体等関係機関との
連携を強化し、地震等の緊急時には真っ先に応急復旧に駆け付け、そのことを地域にアピールすべきです。地域に根差し、
社会的にも信頼されるという非組合員との違いを明確にするとともに、広報活動を積極的に行い、管工事業界のイメージ
アップを図り、若者の入職促進にも繋げたいと思っています。
3点目は、水道事業における官民連携事業の推進を進めるうえで、地域の管工事組合がその役割を果たせるよう、事業体

のパートナーとして活用していただけるような体制であるということです。そのためにも工事業者として自らの技術レベル
など資質を一層向上させて、地域社会の期待に応えていきたいと思います。
我々管工事業者は、建設業界全体と同様に、人口減少社会という待ったなしの厳しい経営環境の中、引き続き、災害対応、

インフラ整備・メンテナンス等の使命を果たし続けるため、働き方改革の取組を一段と強化し、適正利潤を確保できる
環境を確立するための諸施策を進めてまいりますので、皆様のご理解ご協力を賜りますようお願い申し上げます。
さて、今年7月に開催する通常総会及び全国大会等は、北信越ブロック長野県支部の長野県水道工事業協同組合
連合会（会長・山崎正寛氏）に担当いただきます。地元長野県連においては、参加される方々を迎える準備を進めております
ので、全国から会員各位の多数がご参加を賜りますようお願い申し上げます。
結びに、会員団体の一層のご発展と所属員各位の事業のご繁栄を祈念申し上げ、年頭の挨拶といたします。

全国管工事業協同組合連合会
会　長　　　藤　川　幸　造

「全管連ビジョン2020」を起点に組織改編へ
力強く未来を描こう

第492号
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第6回　理事会報告
 日　　　時　：　令和3年12月8日（水）午後1時30分より 

 場　　　所　：　福岡市管工事協同組合会議室

 出　席　者　：　藤、松尾、阿部、岩下、松本、宮嵜、山下、棚町、田中、石井、江頭

 委　任　者　：　藤根

 定刻に至り、事務局より本日の出欠状況を報告、藤理事長、挨拶後議長に就任し議案の審議に入った。 

【協議事項】
第1号議案　1月度の定例理事会開催日に関する件
藤理事長－ 1月度の定例理事会は、1月11日（火）に開催することとした。  
 （出席理事全員了承）

[報告事項]
1.中部ブロックの件   
事務局－ 中部ブロック検針業務委託の提案競技に参加していたが、採用されなかった。  
 （出席理事全員了承）

2.寒波による緊急時の協力依頼について  
事務局－ 福岡市水道局から10月19日付で寒波等による水道管や水道メーターの凍結及び破裂事故の発生時に
 修理等の迅速な対応の協力依頼があった。組合員の協力のもと災害時（寒波）における組織・動員体制を
 整え対応する。尚、組合員67社117台の駐車許可申請があった旨報告。  
藤理事長－ 寒波の緊急動員体制表を組合員へ通知するよう指示した。（出席理事全員了承）
  
3.令和4年度資材見積提出について  
事務局－ 令和4年度資材見積を取引メーカー及び商社（計28社）に依頼する旨報告。  
 （出席理事全員了承）

4.緊急連絡指令模擬訓練について  
事務局－ 平成17年3月に福岡市水道局と締結した「災害時における水道の応急対策に関する協定書」に基づき、
 令和3年12月22・23日に緊急連絡・指令模擬訓練を福管協理事12名、メンテナンス登録業者11社、
 資機材メーカー・商社25社（水道施設等の応急復旧に要する資材の供給協力協定締結会社）参加のもと
 実施する旨、報告。（出席理事全員了承）

5.アイスピグ管内洗浄工法について  
松本上水道部長理事－ 既設配水管におけるアイスピグ管内洗浄実証実験が11月22日に市内東区で行われた。 
 実験後、配水管内はきれいに洗浄されていた。（出席理事全員了承）

引き続き、組合のうごき、今後の予定を説明。   
本日の全ての案件を終了した。時に午後2時。
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官庁だより
No.Ⅰ

 

 

 福岡市排水設備工事責任技術者 

 更新対象者 様 

 

                               福岡市長 髙島 宗一郎 

                          （道路下水道局下水道管理課） 

 

令和４年度福岡市排水設備工事責任技術者の更新登録申請について（お知らせ） 

 

  時下、ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。 

 平素から、本市下水道行政の推進につきましては、排水設備工事責任技術者としてご尽力をい

ただき厚くお礼申し上げます。 

 さて、令和４年度排水設備工事責任技術者の更新登録申請受付を下記のとおり実施しますので、

引き続き登録を希望される場合は、登録申請手続きをお願いいたします。 

 

記 

 

１．受付期間  令和４年１月１２日(水)～令和４年１月３１日(月) （土日祝日を除く） 

（９:３０～１１:３０、１３:００～１６:００） 
 
２．受付場所  道路下水道局管理部下水道管理課（福岡市役所：本庁舎６階） 

        ※郵送での受付は行いません。 申請書の提出は代理の方でも構いません。 
 
３．更新対象者 福岡市排水設備工事責任技術者証の有効期限が 

令和４年（平成３４年）３月３１日までの方 
 
４．申請（更新）に必要な書類 

①福岡市排水設備工事責任技術者登録申請書（様式第３号）：同封資料 
※福岡市ホームページで「福岡市責任技術者登録申請書」と検索いただければ、申請書をダウンロードできます。 

      ②福岡県下水道排水設備工事責任技術者更新講習修了証の写し（コピー）          

         ③現在お持ちの福岡市排水設備工事責任技術者証の写し（コピー） 

④写真２枚（縦 3.0 ㎝×横 2.4 ㎝、申請前６月以内に撮影した上半身、脱帽 

したものに限ります。） 

          ※ 内１枚は申請書に貼付してください。 

※ 写真は２枚とも裏面に氏名および福岡市排水設備工事責任技術 

者登録番号を記入して下さい。  
           
５．今後の流れ 登録申請された方には、受取日等を記載した登録案内書を３月末頃に郵送い

たします。          

同封の納付書にて手数料をお支払いされた後、下水道管理課窓口にて『福岡

市排水設備工事責任技術者証』をお渡しいたします。 

 
 ＜お問い合わせ先＞ 

 福岡市道路下水道局管理部下水道管理課 

 排水設備係 

 電 話 ０９２－７１１－４５３４ 
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（更新対象） 

福岡市排水設備指定工事店 様 

                            福岡市長  髙島 宗一郎    

                         （道路下水道局管理部下水道管理課） 

 

令和４年度 福岡市排水設備指定工事店の更新について（お知らせ） 
 

時下、ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。 

平素から、本市下水道行政の推進及び水洗化の普及促進につきまして、ご協力をいただき厚くお礼申

し上げます。 

 さて、令和４年度福岡市排水設備指定工事店の指定（更新）申請受付を下記のとおり実施いたします

ので、引き続き指定工事店の登録を希望される場合は、必ず手続きを行っていただきますようお願いい

たします。 

記 

 

１．受付期間  令和４年２月１４日(月) ～ 令和４年２月２５日(金) （土日祝日を除く） 

（９：３０～１１：３０、１３：００～１６：００） 

２．受付場所   道路下水道局管理部下水道管理課（福岡市役所 本庁舎６階） 

  ＜※郵送での受付は行いません。＞ 

３．指定要件   ①福岡県内に営業所を有すること。 

        ②福岡市排水設備工事責任技術者を１人以上雇用していること。 

        ③過去に指定の取消し処分を受けた者については、その処分の日から２年以上 

を経過していること。 

        ④本市の市税及び営業所所在地市町村の市町村税を滞納していないこと。 

        ⑤排水設備工事に必要な設備及び機材を備えていること。 

４．申請（更新）に必要な書類（別紙：添付書類についての注意事項を必ずご覧ください） 

①福岡市排水設備指定工事店指定申請書（様式第１号） 

②・個人の場合：代表者の履歴書（様式２）、身分証明書（原本）、工事経歴書（様式３）、 

建設業法に定める様式による財務諸表（貸借対照表、損益計算書） 

 ・法人の場合：代表者の履歴書（様式２）、身分証明書（原本）、定款、登記事項証明書（原本）、

工事経歴書（様式３）、建設業法に定める様式による財務諸表（貸借対照表、損

益計算書、完成工事原価報告書、株主資本等変動計算書） 

③市町村税納税証明書 

（福岡市の市税及び営業所所在地市町村の税の滞納がないことの証明、原本） 

④営業所の平面図及び写真並びに所在地略図（様式５） 

⑤雇用している責任技術者の名簿（様式６）及びそれを証する書類 

⑥雇用している責任技術者の福岡市排水設備工事責任技術者証の写し 

⑦所有機材調書（様式７）及び写真 

⑧法人で本店・本社以外の営業所名で申請する場合は、代表者の委任状（様式８）  

⑨役員名簿（様式９） 
 
５．工事店証交付 

  令和４年４月７日（木）に「実務研修会」および「工事店証交付式」を開催予定。 

（※ 令和４年３月下旬に指定通知書（実務研修会のご案内等を含む）を送付（発送）いたします。） 

            

 

 

 

 

＜お問い合わせ先＞ 
福岡市 道路下水道局 管理部 下水道管理課 排水設備係 
電話：０９２－７１１－４５３４ 

官庁だより
No.Ⅱ
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第492号



新年あけましておめでとうございます。

皆様におかれましては、健やかに新年を迎えられたこととお慶び申し上げます。

オミクロン株の出現で新たな不安要素も見られ、未だに行動が一部制限されるなか、年末年始も

不自由を余儀なくされたと思います。

ただ、先行きの不透明感が漂っていた昨年とは異なり、すっかり霧が晴れたわけではありませんが、

皆様も、今年はうっすらと歩むべき道が見えてきたという感触を持っておられるのではないでしょうか。

この環境の中ですので、すべてが悪化のイメージではあると思われますが、その中でも大切なことは、

進捗を振り返りながら向き合い、改善することだと思います。

また、徐々にコロナ前の状況に戻りつつあるとはいえ、完全に元に戻すのではなく、コロナ禍で起

きた変化の良い点は残しつつ、新たなスタイルを目指していくことも求められる現実がくるはずです。

人はどうしても自分にとって都合の良い現実だけを見ようとしがちだと思います。

不都合な事実にも正面から向き合い、模索し、実行、そして実現していくことが必要だと信じて

おります。

私たち青年部会でも、やっと今年からではございますが、福岡市技能職団体連合会主催の「小学校

ものづくり体験講座」という福岡市内の小学校に出向し、管工事業界とはどういった事業なのかを

小学6年生を対象にアピールする場に参加させていただく事となりました。

オンラインでの「人 と 人」との事業、交流、会話が拡大していく社会の中、この「人 と 人」に関して

はやはり一緒に対面する、同じ空間にいる、そのことによって様々な感情の伝わり方が違うこと、この

ことを大いに感じる場になると共にこれから先は、この事が一番重要視されてくるのではないかと

感じております。

私たち管工事業界も様々なウィルス問題だけでなく、やはり人材不足も大きな課題となっているの

が現実です。

青年部会は何ができるのか、管工事業界を盛り上げる、福岡市管工事協同組合を色々な分野の

方々に知っていただけるチャンスを、私たち青年部会員一同、これからも掴み取っていきたいと思って

おります。

そして、管工事組合、業界発展の為、また次世代が加入したくなるような青年部会を目指し、精進して

まいりますので何卒よろしくお願い申し上げます。

最後になりますが、この道が次第にはっきりとし、一歩ずつ前に進み、会員の皆様にとって、公私

ともに、まばゆいばかりの光あふれる素晴らしい一年になる事を祈念いたしまして年頭の挨拶に代え

させて頂きます。

23
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青年部会だより

新年のご挨拶

福岡市管工事協同組合青年部会
会 長　藤　岡　昭　太
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令和3年度  後期技能検定配管実技試験
　令和3年度建築配管技能検定実技試験が12月14、15日に実施され翌日の16日に採点が
行われ、当組合青年部会研修企画委員会及び組合職員で、今回も試験会場の準備、試験用材料の
手配、作品の採点等の補佐を担当した。

 開催日時　：　令和3年12月7日（火）午前10時
 場　　所　：　福岡アイランドシティフォーラム
 次　　第　：　（1）福岡県職業能力開発協会挨拶
  （2）技能検定事務手引き説明
  （3）実技試験採点マニュアル説明
　後期技能検定実技試験（建築配管）が福岡、久留米、北九州の3会場で実施するにあたり水準
会議が開催された。
　先ず、各団体から推薦を受け、福管連から選出した技能検定委員として松本勝海、松本篤史委
員（福岡）、中野、𠮷原委員（久留米）、三小田、入船委員（北九州）以上6名が福岡県知事から委
嘱状を受けた。

採点の様子

令和3年度  後期
技能検定試験水準調整会議開催
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あ た ま の 体 操あ た ま の 体 操第15回

【問1】　次の立体の体積を求めましょう。

【問2】　次の立体の体積を求めましょう。

① ②

③ ④

8cm
20cm

15cm

20cm

30cm

15cm 5cm
9cm

7cm

11cm

19cm

5cm

3cm

1cm

6cm

3cm

底面は、
円の半分だね。
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「せせらぎ」10.11月号【解答】

 【問1】 ① 25.12㎠ ② 28.5㎠

  ③ 42.14㎠ ④ 37.68㎠

 【問2】 14.13㎠

●前号の当選者には賞品（QUOカード券）を発送しております。ご応募ありがとうございました。

【応募方法】
答え、事業所名、氏名、連絡先を明記の上、ＦＡＸにてご応募下さい。正解者の中から抽選で5名様に
ＱＵＯカード券2,000円をプレゼントします。解答は、次号「せせらぎ｣2・3月号に掲載します｡尚､当選
者の発表は賞品の発送をもってかえさせていただきます。

締切：令和4年2月14日（月）　　　ＦＡＸ.０９２-５２２-５２８７

事業所名：

氏　名　：

所在地　：〒

連絡先　：　　　　　　　 　（　　　　 　）

回　答　欄

① （　　　　　　　）㎠ ② （　　　　　　　）㎠

③ （　　　　　　　）㎠ ④ （　　　　　　　）㎠

【問1】　①と②の体積

【問2】　③と④の体積

～個人情報の取扱いについて～
ご記入いただいた個人情報は、ご応募いただいた
プレゼントの抽選・発送のために利用します。
他の目的に利用することはございません。
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本年も「せせらぎ」をご愛読いただきますようお願い申し上げます。

編集人：広報・企画・情報委員会

第492号

組　 合　 通　 信
3－28号 12月8日 公共工事の事故防止等について　

組 合 の う ご き
12月 2日 福岡県中小企業団体中央会理事会が中央会で開催され阿部副理事長が出席した。

12月 3日 福岡県建設工事紛争審査会第2回審理が福岡県庁で開催され松尾副理事長が出席した。

12月 7日 福岡県職業能力開発協会技能検定実技試験水準調整会議が福岡アイランドシティフォーラムで

 開催され松本上水道部長理事が出席した。

12月 8日 定例理事会が組合会議室で開催された。

12月 8日 福岡県技能士会連合会理事会（臨時）が福岡人材開発センターで開催され松尾副理事長が

 出席した。

12月10日 ＧＸ形鋳鉄管切断加工機「ＧＸエース」見学会が水道技術研修所で開催された。

12月14・15・16日 令和3年度技能検定実技試験及び採点が福岡人材開発センターで開催され

 松本上水道部長理事(技能検定員）が出席した。

12月16日 全管連正副会長・部長会が東京都で開催され藤理事長が出席した。

12月16日 広報・企画・情報委員会が開催された。

12月21日 下水道推進委員会が組合会議室で開催された。

12月21日 津山税理士による会計精査

12月23日 福岡県建設工事紛争審査会第1回審理が福岡県庁で開催され松尾副理事長が出席した。

12月29日 仕事納め

 1月 5日 仕事始め

委員長 藤岡　昭太 理　事 岩下　達也
副委員長 野﨑　　寛 理　事 山下　裕美
委　員 玉置　順男 事務局 江頭　孝一
委　員 大久保秀則 事務局 原　亜由美
委　員 木林　　明


